	主に　②　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	2年理系（Sクラス）　＊7月実施

	教科（科目）
	英語コミュニケーションⅡ

	授業の目標
	自身の課題研究の内容について、多様な語句や文を用いて、論理性に注意しながらプレゼン発表ができる。発表した内容について、質疑応答に対応できる。

	内容
	SSHの探究班で、自身の課題研究の内容を計５回英語でプレゼンテーションする。その後、英語での質疑応答に２分間対応する。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	②学びの技法（プレゼン構成の理解）

	
	Ｃ　自己管理力
	②主体的判断（質疑応答への対応）

	
	Ｅ　自己有能感
	③レジリエンス（緊張などの感情に負けない精神力）

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	③発表・発信（プレゼン発表のパフォーマンス）

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	探究過程における「発表」の段階。英語によるプレゼンテーション。（ただし、研究内容自体は研究途中）


パターン2　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
[bookmark: _Hlk136278889]
指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0:00


	指示を聴く。
	本時の流れの確認、ゲストALTの紹介、プレゼン準備
	

	0:05



0:45
	プレゼンテーション（５分）
質疑応答（２分）
聴衆が次の班へ移動（１分）
＊このローテーションを５回くり返す。
	タイムキープ。
質疑応答に困っている生徒へのフォロー。
	スクリーン上にタイマーを映す。

	0:45


	振り返りシートの記入
	南高STEAMの振り返りシートを配る。
	もしくは、ALTによるフィードバックコメントをいただく時間

	①SSH探究班（全９班）を教室内に間隔を開けて配置する。
②参観者はそれぞれ好きな班の発表を聴く。（ゲストALTは１班に１人配置するようにする。）
③それぞれの班で５分間発表を行う。その後、質疑応答を２分間行う。（質疑応答は英語がメインだが、日本語でも可）
④ALTには評価表を配布し、プレゼン発表と質疑応答について評価をしてもらう。
☆生徒の発表に対して多くのフィードバックをいただけると、生徒の今後につながります。ぜひご協力をよろしくお願いします！



